










　スライド発表の部は，「ジェンダー・教育分野」「地域課

題分野」「国際・観光・ビジネス分野」「環境問題分野」「自

然科学・数学分野」の５分野に分かれて行われた。各分

野から1人ずつ，最優秀賞・優秀賞・優良賞が選ばれ，各

部門の最優秀賞受賞者の中から1名がグランプリとして

表彰された。

「ジェンダー・教育分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。トランスジェンダーやLGBTといったマ

イノリティに関するテーマや女性の進学や社会的地位，

女性像のテーマ，児童虐待，環境問題の教育，高校生の

政治への関心向上，学生の認知症への理解，発達障害児

支援についてのテーマが発表された。

「地域課題分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。放置自転車の解決や持続可能な公共交

通機関，道路損傷の情報提供といった生活インフラに関

するテーマ，県知事のマニュフェストの談話分析や若年

層の投票率向上といった政治に関するテーマのほかに

も，「警戒レベル」の認知について，医師不足について，

耕作放棄地活用について，地域の食糧廃棄削減システ

ムについて，豪雪地域の雪の活用法についてといった

テーマが発表された。

「国際・観光・ビジネス分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。アフリカ女性の社会参加やカンボジア

の農業，世界のスマートフォンOS市場といった海外に関

するテーマ，国際性豊かな若者の育成，多文化共生，訪

日外国人の熱中症予防，外国人生徒への学習支援と

いった日本の国際化の課題についてのテーマ，地方創

生，観光地に住む日本人のための街づくり，特産物の広

報戦略といった観光・ビジネスのテーマが発表された。

「環境問題分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。海や河川のマイクロプラスチック汚染に

ついてのテーマ，生態系回復，森林再生についてのテー

マ，薪の代替案としてのソーラークッカーの提案，PET

を分解する微生物，川の魚類相調査，海水準変動の解

明，耐火性と断熱性の新素材の開発，地下水についての

テーマが発表された。

スライド発表
「自然科学・数学分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。HHOガスの植物への影響，セミの羽化

と気候の関係，ミドリムシの培養メカニズムといった生物

のテーマ，モーリーの定理の四角形への応用，待ち行列

理論の鉄道ダイヤへの応用といった数学を用いたテー

マ，金属イオンの定量装置の開発，塩素酸によるルミノー

ル反応といった化学を用いたテーマ，ブルーライトの体

内時計への影響，小説と漫画の脳への影響，人工心臓生

体弁というテーマが発表された。

　ポスター発表の部は，「教育分野」「国際・観光・心理学

分野」「地域・国内課題分野」「環境・防災・防疫分野」「自

然科学・数学分野」の５分野の発表が行われた。ポスター

発表の部からも，各分野から1人ずつ，最優秀賞・優秀

賞・優良賞が贈られた。

「教育分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。幼児教育から高校教育まで，さまざまな

切り口で行われた研究が発表された。教育スタイル，授

業スタイルの提言，ジェンダーバイアス，性差別に関する

もの，学力向上，発達障害を持つ子供の学び，制服につ

いて，ヘアドネーションについてなど幅広いテーマが並

んだ。

「国際・観光・心理学分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。ベジタリアンやヴィーガンのためのレス

トランについて，LGBTツーリズム，ICT観光マーケティ

ング，オーバーツーリズム解消といった観光に関する

テーマ，大人のための学校によるアジアの活性化，持続

可能な公共交通計画のカンボジアへの提言といった国

際テーマ，パーソナルスペース，女子高生の人間関係，

障害者との共生社会，第一印象が与える影響といった心

理学的なテーマなどが発表された。

「地域・国内課題分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。UHCの達成，癌とホスピスについてと

いった健康問題のテーマ，経済成長の仕組みの過疎地

域への応用，文化祭を活用した地域活性化といったテー

マ，男女の働き方についての考え方の違い，職場におけ

る女性像といったジェンダーのテーマ，用水路の活用，

子ども食堂，原発など，多様なテーマが発表された。

「環境・防災・防疫分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　10組が発表。アオサによる赤潮の収束，クラゲチップ

による水質汚染防止，珪藻を用いた水質調査といった海

や川の環境問題についてのテーマ，SIRモデルによるデ

ング熱流行過程の再現といったテーマ，オガクズによる

バイオトイレ，外来／在来アリの生態，外来植物の在来

植物への影響といったテーマ，イシクラゲの肥料化，災

害時のプールでの発電，吸水性ポリマーによる防災土嚢

といったテーマが発表された。

ポスター発表
「自然科学・数学分野」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　12組が発表。BSアンテナによる太陽の表面温度測

定，Dots and Boxesの必勝法，イオン交換基のセル

ロースへの導入，ミドリムシと麹の混合培養，ユキノシタ

のアントシアニン合成の外的要因，カタラーゼの起源，

交替性転向反応とアルコールの関係，紅花の水洗浄の

簡略化による新たな染色方法，紫キャベツ色素，太陽電

池の作製，脈拍と暗記力の関係，ナノカーボン複合構造

体の性質といったテーマが発表された。
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　基調講演では，慶應義塾大学法学部教授の田村次朗

氏より「これからの社会に向けた教育と実践～交渉学の

すすめ～」という演題で，本誌p.2～4のインタビューで

田村氏に話していただいたような，日本人に欠けている

ことの多い対話力，交渉力の重要性について，高校生に

わかりやすく語られた。

　「ただ知識だけ蓄えていても，議論ができなくては仕

方ない」ハーバード大学時代に教授に言われた印象的な

一言を高校生に共有し，リベラル・アーツとは，知識とし

ての教養ではなく，対話によって意見を出し合いながら

学ぶことだと語った。

　基調講演を聞いた生徒からは「自分の意見をはっきり

言えるようになりたいと強く感じた」「自ら発信する大切

さや意味を理解できた」「勉強の内容を深め，議論する力

を高めることが大切だと感じた」というような頼もしい感

想がこぼれた。また，教員からも「喜んで議論をする自信

と対話力にあふれる生徒を育てたいと思った」といった

感想が寄せられた。

パネルディスカッション

　オックスフォード大学日本事務所代表  アリソン ビー

ル 氏，株式会社島津興業取締役相談役  島津 公保 氏，

経済産業省サービス政策課長  浅野 大介 氏，シュプリ

ンガー・ネイチャー社  宇津木 光代 氏，（株）オープン・

シティー研究所所長  日下部 元雄 氏，沖縄科学技術大

学院大学准副学長  森田 洋平 氏の６名をパネリストに

迎え，「高校生にいま必要なこと」について意見交換を

行った。

　それぞれ異なる立場から，コミュニケーション力の重

要さ，教員が生徒に夢を語ることの大切さ，社会の中の

問題を「自分が解決すべき問題」と捉えると問題の見方

が変わること，海外との交流を積極的に持ってショックを

受けることを期待する，といったメッセージが語られた。

自分の目の前の教科書を勉強するだけではなく，自分が

興味を持てるものを探し，当事者意識を持って考えられ

るようになってほしいというメッセージが届けられた。質

疑応答の時間には，生徒たちが意欲的にパネリストに質

問をし，対話を通して理解をさらに深めた。

　パネルディスカッションを聞いた生徒からは，「好きな

ことを見つけることの大切さを感じられた」「分野の違う

専門家が話し合うのを聞くのは興味深かった」「自分の興

味を持ったことを持続させて調べたり研究したりするこ

とが重要だとわかった」などという感想が寄せられた。

ゲスト講演

　ゲスト講演では，公益財団法人船井情報科学振興財

団理事，東京大学名誉教授の益田隆司氏が「これからを

生きる君たちへのメッセージ」という題目で，高校生に語

りかけた。

　前日の田村氏による基調講演の内容を受け，交渉のコ

ミュニケーションも大事だが，その前に基盤として，自分

の好きなことを若い間に見つけておくことが重要だと力

説した。自分が本当に興味を持てることについて専門的

に詳しく勉強し，極めること。そのためには基礎も欠かせ

ない。日本人に交渉力などが足りない理由の一つは，日

本社会は流動性が少ないからだ。優秀な人ほど移動が少

ない。そういった社会では，交渉力を身につけるのは難し

いだろう。移動をしたほうが，視野は広がる。だから，優秀

な学生ほど移動をしてほしい，と語った。

　講演を聞いた生徒たちからは，「基礎をしっかり身につ

け，好きなものの専門を極めることが大切だとわかった」

「留学について，背中を押されたような気持ちになった」

といった感想が寄せられた。

基調講演

　今年の交流会は２日間にわたって開催され，延べ人数

約500人の生徒とその他教員，審査員らが参加した。大

会1日目の夜は，各高校の学校紹介から始まり，座席交換

も交えて高校生たちは他校の生徒や教員と交流した。最

初は緊張していた生徒たちだが，自分の研究や地元の話

をする生徒たちの顔からはいつの間にか笑みがこぼれ

ていた。２日目は審査員らも交流会に加わり，活発な意見

交換が行われた。表彰式後であったため，生徒たちは自

分の研究発表の審査員の前に列を作り，個別に指導・助

言を受けていた。

　ここで出会った他校の生徒や審査員との熱い語り合

いがきっかけとなり，自己の価値観や将来の考え方が変

化した生徒も少なくないだろう。そのような機会を生徒に

与えられることがこの交流会の醍醐味でもある。

交流会

　下記の題目でワークショップが行われ，生徒たちは

各々，自分の興味・関心に合わせて参加した。

･Soft Power: Storytelling and Influence
 （在福岡米国領事館  ユキ・近藤・シャー 氏）

・研究の魅力を60秒で語ろう
 （沖縄科学技術大学院大学准副学長  森田 洋平 氏）

・SDGs 目標12 持続可能な消費と生産のパターンの
  政策研究について
 （地球環境戦略研究機関  毛 彩霞 氏）

・留学を視野に入れた，10代・20代の人生設計
 （Glocal  Academy代表理事  岡本 尚也 氏）

ワークショップ
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　２日目の午後にはスライド発表で最優秀賞を受賞した

５組が発表し，その中からグランプリ受賞者が決定され

た。グランプリを受賞したのは，「自然科学・数学分野」で

「炎色分光光度計による各金属イオンの定量とその応

用」というテーマに取り組んだ，鹿児島県立錦江港高等

学校の福地彩根さん，岸下藍己さん，下柳田皓貴さん，

冨田千紘さん。彼女らは海や川に含まれる金属イオンを

分析するために，自分たちで測定装置を開発した。高校

生の身近な物理現象や科学の知識から独自に装置を開

発し，実際の活用まで行ったことが評価されての受賞と

なった。

　生徒の興味・関心，進路と強い結びつきが強い研究

テーマほど，深まりが大きかった。そのため，さまざまな

興味・関心，進路に対応できるよう，学校現場においては

一部の教員だけでではなく，全体で取り組む体制整備作

りが今後より重要となるだろう。

　大会2日目に表彰式が行われ，スライド・ポスターの両形式から，

各分野について，以下の発表に賞が授与された。 

ポスター発表

森本 陽加里
（名城大学附属高等学校）

鶴田 紗己 他
（名古屋経済大学市邨高等学校）

横井 佐奈  他
（岐阜県立岐阜高等学校）

松本 恵満
（宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校）

柏 幸輔  他
（広島市立広島中等教育学校）

橋詰 朋弥  他
（岐阜県立岐阜高等学校）

唐立 莉緒
（宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校）

服部 有紗  他
（岐阜県立岐阜高等学校）

岩佐 麻耶  他
（名城大学附属高等学校）

古田 詩乃  他
（熊本県立天草高等学校）

天満 陽奈子  他
（岐阜県立岐阜高等学校）

佐野 繭子
（神戸市立科学技術高等学校）

福地 彩根  他
（鹿児島県立錦江湾高等学校）

加地 登輝
（郁文館グローバル高等学校）

川村 綺佳
（広尾学園高等学校）

山田 真希
（名城大学附属高等学校）

外屋敷 月乃
（神村学園高等部） 

増田 莉子  他
（兵庫県立柏原高等学校）

木全 花
（名城大学附属高等学校）

亀田 桃伽
（佼成学園女子高等学校）

村井 涼佑
（名城大学附属高等学校）

久保 理莉亜  他
（長崎県立諫早高等学校）

宮崎 友理夏
（英明高等学校）

長尾 優里香
（名城大学附属高等学校）

宗清 凪紗  他
（池田学園池田高等学校）

廣井 織帆  他
（高知県立高知小津高等学校）

川野 雅人  他
（宮崎県立宮崎大宮高等学校）

柿本 玲衣  他
（芝浦工業大学柏高等学校）

小西 優菜  他
（岡山県立岡山一宮高等学校）

柴谷 椋  他
（大阪府立岸和田高等学校）

分 野 最優秀賞 優秀賞 優良賞

スライド発表

ジェンダー・教育

地域課題

表 彰 式

ポスター発表
　自分の興味から研究につながった発表が多く，発想力

や実行力の感じられる研究もあった。今後の改善点とし

ては，データの有用性や論理の飛躍，考察の甘さといっ

たことを見直すこと。また，発表に自信がもてない場合に

は，プレゼンテーションの方法を身につけると，より自信

をもち，堂々と発表できるようになるというアドバイスも

あった。

スライド発表「分野１」
　ジェンダー・教育分野の講評は株式会社島津興業取

締役相談役の島津公保氏。年々，発表の内容や質が上

がっていて，充実していた。どれも身近な視点を通して問

題を考えることができている。また，ネット環境を活用す

るだけでなく，実地調査やインタビューを行ったり，実際

に成果物を出せたグループもあったりしたのがよかった。

一方，既存の視点に縛られ，視野が狭くなりがちだったの

が惜しかった。テーマはそれぞれ興味深く，現代社会の

問題に果敢に挑むものばかりだったと高校生を称えた。

スライド発表「分野２」
　地域課題分野の講評は沖縄科学技術大学院大学の照

屋友彦氏。どのチームも研究のプロセスをしっかりとふ

まえられていて，発表もよく，甲乙つけがたいものだった。

中にはビジネス提案をしたチームもあった。多くのチー

ムが英語で発表をし，質疑応答も英語で頑張っていた。

自分の好きなこと，得意なことに加えて英語も身につけ

ると，将来の活躍の場が広がるとメッセージが投げかけ

られた。

スライド発表「分野３」
　国際関係・観光・ビジネス分野の講評は，（株）オープ

ン・シティー研究所所長の日下部元雄氏。この分野では，

研究テーマの社会課題の意義についての観点も加味さ

れての審査になった。研究がどれだけ社会に役立つのか

という視点だ。好きなことに情熱をかけるだけではなく，

社会性，主体性をもつことが高校生以降は重要だ。また，

研究の背景としての先行研究への言及が少なかったこ

とが指摘された。

スライド発表「分野４」
　環境問題分野の講評は，関西大学化学生命工学部教

授の上田正人氏。身の回りの問題に，当事者意識をもって

講評

国際・観光・ビジネス

環境問題

自然科学・数学

教育

国際・観光・心理学

地域・国内課題

環境・防災・防疫

自然科学・数学

取り組んでいた。どの研究もSDGsの個々の目標を出発

点としていたが，一歩踏み込み，より視野を広げ，ほかの

目標とのつながりにも意識してほしい。また，研究から得

られる成果を社会にどう還元できるかを検討するとさら

によいだろうとエールが贈られた。

スライド発表「分野５」
　自然科学・数学分野の講評は，沖縄科学技術大学院大

学准副学長の森田洋平氏。どの発表もレベルが高く接戦

であった。発表も堂々としていた。研究の姿勢として，仮

説を立てて検証するという態度がよかった。研究が思う

とおりに進まず仮説どおりにならなかったときに，クリ

ティカルシンキングで，批判的に仮説や実験について検

証しなおせるようになるとよいとアドバイスがあった。

第6回 高校生国際シンポジウム

主催： 一般社団法人 Glocal Academy

日時： 2021年2月5日（金），2月6日（土）

場所： 西原商会アリーナ（鹿児島アリーナ）

【参加資格】
全国の高等学校およびそれに準じた学校

【エントリーについて】
各校10発表まで．所定の研究要綱を12月28日
（月）までに大会HPより申し込み（予定）

【詳細】
大会HPアドレス
http://glocal-academy.or.jp/

第6回
高校生国際シンポジウムの開催について

詳細はコチラ
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